
 

 

 

地震がおきると、震源
しんげん

付近では地面が持ち上がったり、下がったりします。これを

地殻
ち か く

変動
へんどう

といいます。 

 

震源
しんげん

が海底
かいてい

下
か

であさい場合、海底
かいてい

が持ち上がったり下がったりし、それにより発生

した海面のもり上がり、または沈
しず

みこみによる波がまわりに広がっていきます。これ

が津波です。 

 

また、「津波の前には必ず潮
しお

が引く」という話を聞きますが、必ずしもそうではあり

ません。 

地震を発生させた海底下
か い て い か

の断層
だんそう

のかたむきや方向によって、または津波が発生した

場所と海岸との位置関係によっては、潮
しお

が引くことなく最初に大きな波が海岸に押し

よせる場合もあります。 

 

津波は何回も押しよせてきます。 

最初に来た波が一番大きいとはかぎりませんので、津波
つ な み

警報
けいほう

、津波
つ な み

注意報
ちゅういほう

が発表さ

れている間は、絶対
ぜったい

に海岸や川の河口
か こ う

付近
ふ き ん

に近づかないでください。 

 

  

津波の発生 

海底下
か い て い か

の断層
だんそう

運動
うんどう

（地震）の結果、海底に地殻
ち か く

の動きが発生し、その上の海水を押し上

げます。この押し上げられた水のかたまりが津波となり四方に広がって行きます。 

津波の襲来（しゅうらい） 

津波の伝播（でんぱん） 

震源
し ん げ ん

 

岩盤の破壊（はかい）が最初に 

起こり、地震のきっかけとなった場所 震源
しんげん

津波の仕組み 



 

 

【普通の波（波浪）のとくちょう】 

普通の波（波浪
は ろ う

）は、波と波との間の間隔
かんかく

（波長
はちょう

といいます）が長くても数百メートルで、動いて

いるのは海の表面だけです。 

 

【津波のとくちょう】 

一方、津波は波長
はちょう

がとても長く、数百キロメー

トルにもおよぶことがあります。 

海底から海面まで海水全体が動いて巨大
きょだい

な水

の 塊
かたまり

となって、長い時は数十分海岸に押しよせ

続けます。 

いったん引き始めると、押しよせた時と同様
どうよう

の

力で長い時間引き続けるので、建物
たてもの

などを一気に

海中に引きこんでしまいます。 

津波は何度もくりかえして襲
おそ

います。はじめに

来た波が一番高いとはかぎらず、数時間
す う じ か ん

以上すぎてから 最
もっと

も高い波が来ることもあります。

津波
つ な み

警報
けいほう

が解
かい

除
じょ

されるまでは避難
ひ な ん

を続けてください。 

 

【津波のはやさ】 

津波が進む速さは、海が深いところではジェッ

ト機並みですが、海が浅くなると次第
し だ い

に遅くなり

ます。それでも海岸付近では 100m 走のオリン

ピック選手
せんしゅ

並みのスピードがあるので、津波を見

てから走って逃げたのでは間に合いません。その

遅くなった津波の後ろに次の津波が追いつくので、

津波は海が浅くなるにつれ 急 激
きゅうげき

に高くなってい

く性質
せいしつ

があります。 

 

【津波が高くなる場所】 

岬
みさき

の先や入江
い り え

の奥のような地形の海岸では津

波が 集 中
しゅうちゅう

し、津波の高さがさらに高くなる場合

があります。 

津波

 波浪
は ろ う

 

津波の伝わる早さ

岬
みさき

の先端
せんたん

に津波が集まる様子
よ う す

津波のとくちょう 
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